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研究分野：建築史 

科研費の分科・細目： 

キーワード：西洋史、美術史、建築史・意匠 

 
１．研究計画の概要 

(1) ヴェルサイユ城館および付属庭園の天井画や庭園彫刻などの寓意物が意味すると
ころを定めた当時の王権のイデオロギーとは何であったかを明らかにしながら、それ
ら寓意物の配置計画が、庭園計画、さらには庭園と城館の間の関係構築を核とした広
い意味での建築創造に対して与えた影響を探っていくとともに、同時代のイタリア･
バロックがこの創造活動にどのように関わっていたのかを明らかにする。 
 

(2)16 世紀のフランス･ルネサンス建築のなかから、ロワール側流域の城館建築、イタ

リア人の手になる城館建築、フランス人建築家第 1 世代が設計した城館建築を取り上

げ、それぞれの段階において、イタリア･ルネサンス建築、および、イタリア･マニエ

リスム建築との関係を明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)ヴェルサイユ宮殿新城館の心臓部たる国王のアパルトマンの設計手法について、その
天井画の図像計画と各広間の機能との関わりという観点から明らかにし、および、ヴェル
サイユ宮殿新城館の国王のアパルトマンの設計過程を明らかにする上で重要な位置を占め
ながら、その建設過程のどの時点で書かれたのか定説が確立されていない国王付建設局長
官コルベールの書簡「ヴェルサイユ宮殿：概論」の内容を分析し、その成立時を推定する
ための材料を抽出した。 
 
(2) サントゥスターシュ聖堂(パリ)を例に、初期フランス・ルネサンスにおいて、イタ
リア・ルネサンスとゴシックがどのように融合しているのかを明らかにしたこと、ルーヴ
ル宮殿レスコ棟を例に、どのようにしてフランス・ルネサンスが完成に至ったのかを明ら
かにしたこと、コレージュ・デ・キャトル・ナシオン(パリ)とルーヴル宮殿を例に、イタ
リア・バロック(の影響を受けたフランス建築)とフランス・バロックを比較し、その本質
的な違いを明らかにしたことが、成果としてあげられる。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
 とりわけ、学会発表、図書の刊行を順調に行っており、研究成果の社会への還元が進んでい
ると考えている。 
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４．今後の研究の推進方策 
(1) ヴェルサイユ宮殿・鏡の間の鏡を生産した組織を一つの母体とするサンゴバン社が所蔵
する史料を用いて、ヴェネツィアのガラス製造技術のフランスへの移入とその結実たるガラ
ス・鏡製品がインテリアの様式に及ぼした影響を明らかにする。 
 
(2) フランソワ 1世からルイ 14 世時代にかけて行われたルーヴル宮殿の拡張事業を対象とし
て、おもに建築家たちが残した図面を分析し、各様式が用いられた背景を明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線） 
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